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峯
さ
ん
は
荒
地
を
開
墾
し
た
畑
に
奥
様

の
愛
子
さ
ん
と
バ
レ
イ
シ
ョ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
様
々
な
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

１
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

峯
さ
ん
が
農
業
を
始
め
た
の
は
「
水
が

あ
る
場
所
だ
し
、
野
菜
で
も
作
れ
ば
い
い

の
に
」
と
い
う
地
元
の
先
輩
の
何
気
な
い

一
言
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
勤
め
て
い
た

バ
ス
会
社
を
退
職
し
、
農
業
を
始
め
る
た

め
に
二
〇
一
〇
年
六
月
か
ら
荒
地
の
開
墾

を
始
め
ま
し
た
。

「
農
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
最
初
に

Ｊ
Ａ
に
相
談
に
行
っ
た
。
何
も
わ
か
ら
な

い
状
態
で
行
っ
た
け
ど
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が

熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
て
。
一
人
で
は
で

き
な
か
っ
た
こ
と
だ
か
ら
本
当
に
感
謝
で

す
ね
」
と
話
す
峯
さ
ん
。

畑
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
の
作
業
、
い
ろ

ん
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
？
と
尋
ね
る

と
「
本
当
に
大
変
だ
っ
た
。
夏
の
暑
い
時

期
に
重
機
を
使
っ
て
開
墾
し
た
り
、
石
を

拾
っ
た
り
体
力
と
の
勝
負
だ
っ
た
ね
。
今

ま
で
は
畑
作
り
に
力
を
注
い
で
き
た
け
ど
、

今
年
か
ら
や
っ
と
野
菜
作
り
に
思
い
っ
き

り
力
を
注
げ
る
か
な
。
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
食
の
安
全
を
自
ら
の
手
で
届
け
た
い
」

と
笑
顔
で
す
。

出
荷
で
き
る
喜
び

峯
さ
ん
は
Ａ
コ
ー
プ
の
地
場
産
品
コ
ー

ナ
ー
と
地
元
の
直
売
所
に
白
菜
や
大
根
、

ネ
ギ
な
ど
多
品
目
出
荷
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
野
菜
の
収
穫
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
レ

タ
ス
な
ど
の
育
苗
が
主
な
作
業
で
す
。

「
他
の
人
が
ま
だ
出
荷
し
て
い
な
い
時

期
や
出
荷
が
終
わ
っ
た
時
期
に
出
荷
で
き

る
の
が
喜
び
だ
ね
。
長
い
期
間
出
荷
を
続

け
る
に
は
夏
の
暑
い
時
期
の
頑
張
り
が
大

切
だ
と
思
う
か
ら
夏
場
は
特
に
頑
張
る
と

よ
」
と
峯
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

あ
ー
ち
ゃ
ん
商
品
売
り
出
し
中
！

農
業
を
始
め
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
？
と
質
問
す
る
と
、「
ホ
ッ
コ
リ
ヒ
メ

（
小
さ
め
の
カ
ボ
チ
ャ
）
は
最
初
売
れ
行

き
が
伸
び
悩
ん
で
持
っ
て
帰
る
日
が
続
い

た
け
ど
、
今
で
は
〝
食
べ
て
み
た
よ
、
お

い
し
か
っ
た
〞
と
リ
ピ
ー
タ
が
多
く
、
人

気
商
品
に
な
っ
た
よ
。
食
べ
て
み
て
ま
た

買
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
嬉
し
い
し
、

疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思

う
よ
ね
。
私
の
名
前
じ
ゃ
売
れ
ん
け
ど
、

あ
ー
ち
ゃ
ん
（
愛
子
さ
ん
）
の
名
前
だ
と

売
れ
る
っ
て
自
他
と
も
に
認
め
て
る
か
ら
、

あ
ー
ち
ゃ
ん
売
り
出
し
中
だ
ね
」
と
冗
談

交
じ
り
に
話
し
、
お
二
人
の
仲
の
良
さ
が

う
か
が
え
る
一
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

NO．22

峯順一郎さん（右）・妻：愛子さん（左）
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１ 日本農業の壊滅的打撃

協同組合組織の力を結集
－TPP断固阻止大会－

昨年１２月の野田首相の方針表明以降、政府は TPP交
渉参加に向けた事前協議を進めています。
日本の交渉参加が認められるかどうかが決定する時期
については、早ければ３月～５月の間に日本の交渉参加
となることも想定されます。
米国側が「例外なき自由化交渉」への圧力を強める中、TPP反対運動は正念場を迎えています。
これを受け、長崎県 JAグループでは２月１０日、シーハット大村で TPP断固阻止大会を開催しまし
た。大会では TPP参加の問題点を再確認し、今後も JAグループ、関係機関、さらに県民各層と連携
し、TPP反対に向けた活動に取り組むことを決意しました。

もう１度考えよう！TPPの問題点

関税撤廃により海外からの安価な農畜産物の輸入が増大
→生産額の減少試算値：国内農業４兆１千億円、長崎県４９７億円
日本の農業は壊滅的な打撃

２ 食料安全保障の崩壊
農業の衰退により食料自給率は３９％から１３％へ
→日本は食料の９割近くを海外に依存することになり、食料安全保障が崩壊

３ 食の「安全・安心」の仕組みが崩壊
残留農薬や食品添加物、遺伝子組み換え食品などに関する日本の厳しい基準・規制が大
幅に緩和
→食の「安全・安心」が脅かされる

４ 医療制度が崩壊
日本の医療に市場原理が持ち込まれる
→最終的には営利目的の病院経営が容認され、
国民皆保険制度も崩壊

５ 地方経済が衰退
公共事業の入札対象が市町村の庁舎、学校の校舎等に及び、
外国企業の参入により地元業者の受注減少
→地方経済の衰退・雇用減少

これからも JAグループではTPP断固阻止に向け、TPP問題を訴えるとともに、反対運動
に賛同する JAグループ以外の団体・組織とネットワークを構築させ、連携していきます。

TPP断固阻止大会と同日、JAでは「農と地域の虹の架け橋となる JA」の実現に向け、JAの存在意
義を内外に示すことを目的に「長崎県 JAグループ躍進大会」を行い、協同組合の重要性を再確認し
ました。
さらに今年は国連が定めた国際協同組合年。行き過ぎた市場原理主義経済の中で、私たちが協同組
合と歩む意義や課題について、これをきっかけに考えてみましょう。
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協同組合と歩む

国際協同組合年（IYC）とは？

国連が２０１２年を国際協同組合年と定めた背景

いつの時代も課題があり「協同」での解決を模索した

現在のわが国社会をどう見るか

ロッチデール組合の誕生時と同様の「社会矛盾」の中で

JAグループが担う社会的意義

JAに対する理解を広げたい

国連は２０１２年を国際協同組合年（International Year of Co-operatives=IYC）と定めました。
国連は、協同組合を「人々の経済社会開発への最大限の参加を促している」「持続可能な開発、貧
困の根絶、都市と農村地域におけるさまざまな経済部門の生計に貢献できる企業体・社会的事業体」
と高く評価しています。
この背景には、２００７年の食糧危機、２００８年以降の金融・経済危機に対し、協同組合が高い耐久力・
回復力を示した、との認識があります。

１８４４年、英国でロッチデール組合が誕生しました。荒々しい資本主義の勃興期に、生活用品の高騰、
混ぜ物販売などの不正、高利貸しなどに苦しむ人々が、協同組合をつくって暮らしを守ろうとしました。
わが国でも天保９（１８３８）年、大原幽学の指導による「先祖株組合」が誕生し、信用、営農、共済
のような事業を行いました。二宮尊徳の「報徳社」と共に、日本の農協のルーツといわれています。
こうした歴史の積み重ねの上に、現在の協同組合があります。背景には、いつの時代も困難な課題
があること、人々には「助け合う」気持ちが常にあり、共助によりこれらの課題を解決しようとして
きたことがあります。

わが国経済は市場経済を中心としていますが、多くの課題を抱えています。安定的な食料供給、地
域社会の疲弊、高齢者福祉、地方医療などの課題は、市場経済の徹底で解決可能でしょうか。
数年前、小泉内閣のブレーンであったある経済学者が、「懺悔（ざんげ）の書」と称される書籍を
著されました。同書には、市場原理主義、小泉構造改革路線は誤りだった、と書かれています。そし
て「公正な社会実現のためには、国やさらに小さな単位での経済・社会の仕組みや長期的観点・信頼
を基にした企業経営、考える現場、自然との共生、中間的共同体が重要」とされています（筆者個人
の所感です）。
市場経済は万能ではない、との認識が広がり、個別分野での解決策は論じられています。しかし、
わが国社会の課題は深刻化しており、あるべき社会の全体像は描き切れていません。これがわが国社
会の現状と考えます。

ロッチデール組合誕生当時も、社会矛盾がありました。
当時の人々は、確信はないができることからやろう、と、例えば協同組合をつくりました。他の対
策も試行錯誤され、いくつかの課題は解決に向かったのだと思います。
現在は当時に似た面があると感じます。
命を支える農業が縮小していいのか。格差が拡大し、地域の活気が失われていいのか。全体像はま
だ見えません。しかし、協同組合に対する期待はあり、一定の実績もあると思います。JAグループ
の取り組みだけでは課題は解決しませんが、使命を感じ、努力したいと考えます。

このような視点から見て、JAグループは、大きな社会的意義を持っていま
す。自らの収益で営農指導し農業振興している、採算困難な農村部でも高齢者
福祉・医療を提供している、助け合い組織など多くの地域運動を支えている、
地産地消や金融・共済を通じ地域内の資金循環を促している、地域から離れず
（離れることができず）、地域と共に何とか突破口を探す努力をしている、こ
となどです。

IYCを契機に、従来以上に JAに対する理解を広げたいと考えています。
JA全中総務企画部長 比嘉 政浩
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管
内
で
は
二
〇
一
一
年
産
秋
冬
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
出
荷
が
二
〇
一
一
年
十
一
月
か

ら
続
い
て
お
り
、
二
月
上
旬
に
出
荷
最
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
品
質
を

重
視
し
た
氷
詰
め
出
荷
が
定
着
し
て
お
り
、

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
生
産
者
の
栽
培
意

欲
が
高
い
品
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
荷
を
行
う
五
四
〇
�
の
う
ち
八
割
が
消
費
者
の
需

要
が
高
い
Ｌ
サ
イ
ズ
で
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

出
荷
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
の
柳
田
善
夫
部
会
長
は
「
生
育

は
順
調
で
規
格
通
り
の
適

期
収
穫
を
徹
底
し
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。

出
荷
は
三
月
ま
で
行
う

予
定
で
、
四
月
中
旬
か
ら

は
春
作
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

出
荷
も
始
ま
り
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
一
月
二

十
六
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
産
直
市
場

五

島
が
う
ま
い
」
内
に
あ
る
「
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
」
は
そ
の
季
節
に
と
れ
る
地
元

産
食
材
を
使
用
し
、
地
産
地
消
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
実
を
結

び
、
こ
の
ほ
ど
長
崎
県
知
事
よ
り
「
な

が
さ
き
地
産
地
消
こ
だ
わ
り
の
店
」
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

「
な
が
さ
き
地
産
地
消
こ
だ
わ
り
の

店
」
は
長
崎
県
産
の
食
材
を
積
極
的
に

使
用
し
て
提
供
し
て
い
る
県
内
の
店
に

与
え
ら
れ
る
も
の
。
同
店
は
直
売
所
内

に
あ
る
た
め
、
店
内
に
並
ぶ
地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
そ

の
日
の
使
用
食
材
を
産
地
名
入
り
で
掲

示
す
る
な
ど
地
産
地
消
を
図
っ
て
い
ま

す
。（
日
本
農
業
新
聞
二
月
三
日
掲
載
）

管
内
に
あ
る
五
島
市
立
奥
浦
小
学
校

で
は
こ
の
ほ
ど
、
全
校
児
童
四
四
名
と
保
護
者
や
地
域

住
民
を
含
め
た
約
七
〇
名
が
地
元
五
島
の
特
産
品
で
あ

る
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

原
料
と
な
っ
た
の
は
当
Ｊ
Ａ
が
昨
年
六
月
に
苗
を
贈

り
、
児
童
が
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
。
か
ん
こ
ろ
と
も
ち

米
計
三
六
�
を
機
械
で
練
り
出
し
ま
し
た
。
児
童
は

「
あ
っ
た
か
く
て
も
ち
も
ち
」「
や
わ
ら
か
い
」
と
笑

顔
で
す
。

同
校
の
才
津
律
子
校
長
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
か

ら
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
通
し
て
勤

労
の
大
切
さ
や
自
然
の
恵
み
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、

生
産
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。（
日

本
農
業
新
聞
一
月
二
十
八
日
掲
載
）

氷氷詰詰めめ出出荷荷定定着着
－秋冬ブロッコリー出荷続く－

地地地地地地地地地地地地地地元元元元元元元元元元元元元元のののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特産産産産産産産産産産産産産産でででででででででででででで学学学学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
－五島市立奥浦小学校かんころ餅作り－

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ここここここここここここここここここここここここここここだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののののののののののの店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」でででででででででででででででででででででででででででで地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
－農家レストラン「こだわりの店」に認定－

収
穫
を
行
う
柳
田
善
夫
部
会
長

かんころ餅作りを楽しむ参加者

「
こ
だ
わ
り
の
店
」で
地
産
地
消
推
進

２０１１年度秋冬ブロッコリー
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管
内
の
新
上
五
島
町
曽
根
郷
大
水
地
区

を
は
じ
め
と
し
た
十
一
ヶ
所
で
は
二
〇
一

一
年
産
ツ
ワ
の
収
穫
・
出
荷
が
十
二
月
か

ら
続
い
て
お
り
、
本
年
産
は
新
規
で
八
戸

の
農
家
が
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
産
は
二
六
戸
の
農
家
が
作
付
面
積

四
二
�
で
栽
培
。
三
・
一
�
を
福
岡
の
市

場
へ
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

ツ
ワ
は
栽
培
に
手
が
か
か
ら
ず
、
皮
む

き
な
ど
の
作
業
も
簡
単
で
高
齢
者
で
も
栽

培
で
き
る
こ
と
か
ら
同
町
で
は
推
進
を
続

け
て
い
る
作
物
で
、
新
規
栽
培
農
家
も
増

え
て
い
ま
す
。

本
年
産
は
秋
頃
の
高
温
に
よ
り
生
育
が

早
く
、
市
場
で
は
一
月
出
荷
分
が
例
年
よ

り
高
め
の
取
引
価
格
と
な
り
ま
し
た
。
２

月
ま
で
は
全
体
の
五
割
を
Ｍ
サ
イ
ズ
が
占

め
て
お
り
、
三
月
出
荷
分
か
ら
Ｌ
サ
イ
ズ

が
増
え
て
く
る
見
込
み
で
す
。（
日
本
農

業
新
聞
二
月
十
四
日
掲
載
）

二
月
八
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
経
営
改

善
方
策
の
検
討
や
飼
養
管
理
な
ど
の
研
修

を
行
い
、
一
戸
一
頭
増
頭
運
動
の
実
践
に

向
け
、
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

二
〇
一
一
年
度
肉
用
牛
生
産
振
興
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

同
会
に
は
生
産
者
や
関
係
機
関
の
約
二

〇
〇
名
が
参
加
。
開
催
に
あ
た
り
中
尾
弘

一
組
合
長
は
「
今
後
も
少
し
で
も
高
く
売

れ
る
牛
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
こ

の
研
修
を
活
か
し
て
頂
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
五
島
地
域
青
年
農
業
者
連
絡

協
議
会
の
入
江
久
幸
さ
ん
と
五
島
家
畜
保

健
衛
生
所
の
清
浦
邦
彦
所
長
が
経
営
分
析

に
よ
る
改
善
策
や
経
営
安
定
に
つ
な
が
る

飼
養
管
理
に
つ
い
て
講
演
。

そ
の
中
で
入
江
さ
ん
は
「
今
回
経
営
分

析
を
行
う
中
で
普
段

で
は
気
付
か
な
い
部

分
に
も
目
を
向
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
今

後
の
経
営
に
役
立
て

た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。（
日
本
農
業
新

聞
二
月
十
五
日
掲

載
）

Ｊ
Ａ
ご
と
う
畜
産
事
業
所
で
二
月
十
日
、

五
島
振
興
局
な
ど
関
係
機
関
に
よ
る
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
島
豚
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。
五

島
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
ベ
ベ
ン
コ

ビ
ッ
チ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
協
力
の
も
と
、

五
島
の
代
表
品
目
で
あ
る
五
島
豚
Ｐ
Ｒ
ソ

ン
グ
制
作
で
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

年
間
約
三
万
頭
の
出
荷
頭
数
を
誇
る
五

島
豚
で
す
が
島
内
の
認
知
度
は
十
分
と
は

い
え
ず
、
全
体
の
三
分
の
二
が
島
外
へ
出

荷
さ
れ
る
な
ど
島
内
消
費
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

そ
の
点
に
着
目
し
、
こ
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ

で
五
島
豚
の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
地
産
地
消

に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
の
作
詞
作
曲
を
手
掛
け
た

ベ
ベ
ン
コ
ビ
ッ
チ
さ
ん
は
「
島
外
に
出
た

か
ら
こ
そ
五
島
豚
の
お

い
し
さ
が
わ
か
る
。
子

ど
も
が
親
し
ん
で
く
れ

て
奥
様
方
が
献
立
に
し

た
く
な
る
よ
う
な
楽
し

い
曲
に
な
る
よ
う
心
が

け
た
」
と
話
し
ま
す
。

今
回
制
作
し
た
曲
は

今
後
、
島
内
の
イ
ベ
ン

ト
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

五
島
豚
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で

す
。

増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたにににににににににににににににににににににににににににに
－肉用牛生産振興研修会－

新規農家増加で出荷も順調
－ツワの収穫・出荷続く－

しまぶた

GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚豚ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググググググググググででででででででででででででででででででででででででででPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR
－五島豚PRソング制作－

ツ
ワ
の
収
穫
を
行
う
大
水
鋭
智
さ
ん

（
新
上
五
島
町
大
水
）

五島豚認知度アップと地産地消で地域活性化へ

講演を行う入江久幸さん
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全共への出品を目指す畜産農家へインタビュー！

長崎全共までのスケジュール
五島地区選考会：６月１日
長崎県選考会：７月７日
長崎全共：１０月２５日～２９日

せりに上場予定で
したが気にいると
ころがあり、全共
候補牛ということ
もあって自分で取
り組んでみようと
思いました。今ま
では父を中心に頑
張ってきましたが、
これを機に後継者
としても頑張って
いきたいです。

現在３０頭を息子にも
手伝ってもらいなが
ら飼育しています。
飼養管理は青草を多
く食べさせてお腹
いっぱいにするよう
努めています。この
区は１人だけが頑
張ってもだめなので、
４頭一緒に頑張って
いきたいです。

青
年
部
崎
山
支
部
は
こ
の
ほ
ど
、
当
Ｊ

Ａ
崎
山
支
店
管
内
の
畜
産
農
家
二
〇
戸
を

訪
れ
、
約
七
〇
頭
の
除
角
を
行
い
ま
し
た
。

畜
産
農
家
の
作
業
負
担
を
減
ら
す
こ
と
で

地
元
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

作
業
に
は
同
支
部
の
一
六
名
に
Ｊ
Ａ
職

員
な
ど
を
含
め
た
約
二
五
名
が
参
加
。
除

角
は
人
手
が
か
か
り
各
農
家
で
行
う
に
は

負
担
が
大
き
い
た
め
、
同
支
店
管
内
で
は

一
三
年
前
か
ら
青
年
部
が
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

同
支
部
の
道
脇
実
喜
夫
支
部
長
は
「
Ｊ

Ａ
や
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
畜
産
農

家
の
農
作
業
事
故
や
牛
の
怪
我
を
防
ぐ
た

め
に
除
角
を
行
っ
て
い
る
。
除
角
を
は
じ

め
て
事
故
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
農
家
に

も
喜
ば
れ
て
い
る
の
で
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

女
性
部
は
ま
ゆ
う
部
会
は
二

月
十
四
日
、
玉
之
浦
地
区
で
心

も
身
体
も
元
気
な
老
後
を
過
ご

す
こ
と
を
目
的
に
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
部
員
や
年
金
友
の
会

の
会
員
約
七
〇
名
が
参
加
。
頭

の
活
性
化
を
図
る
体
操
や
こ
の

季
節
に
五
島
で
咲
く
椿
の
切
り

絵
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
中
で

も
部
員
の
手
づ
く
り
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
用
い
て
行
っ
た
手
先

を
動
か
す
ゲ
ー
ム
で
は
笑
い
声

や
歓
声
が
あ
が
り
、
参
加
者
も
笑
顔
で
す
。

年
金
友
の
会
玉
之
浦
支
部
の
出
口
一
巳

部
会
長
は
「
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
の
絆
を
大
切
に
、

今
ま
で
培
っ
た
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
活

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張

り
ま
し
ょ

う
」
と
話
し

ま
し
た
。（
日

本
農
業
新
聞

二
月
十
七
日

掲
載
）

五島市崎山町【第５区】
さ さ の かつ や

佐々野勝弥さん（４６）
さ さ の としひで

佐々野敏英さん（７５）【写真】

五島市崎山町【第３区】
さとなか くに お

里中 邦雄さん（５８）
さとなか のぶあき

里中 信昭さん（２５）【写真】

元気な老後を
－玉之浦支部ミニデイサービス－

負担削減で農業振興
－崎山支部除角作業実施－

青年部の活動

女性部の活動

除角作業を行う青年部

今回は第３区（若雌の２：次世代の和牛
を生産する重要な雌牛を競う）と第５区
（繁殖雌牛群：改良を進めるために重要
な各道府県を代表する母牛集団の斉一化
のレベルを競う）への出品を目指す畜産
農家の皆さんをご紹介します。

ゲームを楽しむ参加者

ごとう 8



女性部は２月１９日、農業構造改善センター（五島市上崎山町）で
クッキングフェスタを開催。地元産の農畜産物をふんだんに使用し
た料理を通して、参加者に食の大切さや農業の尊さを呼びかけまし
た。
開催にあたり同部の橋下繁子部長は「私たち生産者は安心・安全
な農畜産物を消費者に提供しています。今日の料理を通して皆さん
が“五島の食材はおいしい”と感じ、ますます地産地消に取り組ん
で頂けると嬉しいです」とあいさつ。
イベントには料理研究家の藤井恵先生を講師として招き、ブロッコリーやスナップエンドウなど五島産
の旬の食材を使用した料理を考案。女性部員が約２５０人分を調理し、参加者に振る舞いました。
試食会では「旬の野菜はやっぱりおいしい」「こんな食べ方もあるのね」と参加者も笑顔です。試食後
は藤井先生による「健康に食べていくために」と題した講演も実施。藤井先生は「腸内をきれいにするこ
とが大切。野菜・食物繊維・発酵食品を積極的に取り入れ３食しっかり食べましょう」と話しました。

ススナナッッププエエンンドドウウ圃圃場場視視察察雪雪がが舞舞うう中中ののブブロロッッココリリーー圃圃場場視視察察

藤藤井井先先生生のの指指導導ののももとと調調理理心心をを込込めめてて楽楽ししくく調調理理

食食とと農農ににつついいてて考考ええるる参参加加者者ややっっぱぱりり五五島島産産ははおおいいししいいねね

講講演演をを行行うう藤藤井井恵恵先先生生 試試食食をを行行っったた６６品品料料理理をを通通ししてて五五島島産産食食材材ををＰＰＲＲししたた皆皆ささんん

試食会＆講演会
「おいしい」と皆さん笑顔。
試食後は藤井先生の講演で食
と農業について理解を深めま
した

現地視察
今が旬のブロッコリーと
スナップエンドウの
圃場を見学しました

調理
藤井先生の指導のも
と、女性部員が五島産
食材をふんだんに使用
した料理を心を込めて

作りました

ごとう9



産直市場�

直送便�

…
…
…
…
…
…
…
…
…

本山支部 さざなみ農園

梶山 茂さん・ひとみさん

９０歳のおばあちゃんが JAの堆肥と肥料
で育てました。
びっくりの大きさです！

五島地鶏しまさざなみは開発に２年
をかけ、販売を始め３年になります。
横浜のお店では「地鶏の一番は五島の
しまさざなみではなかろうか」とメ

ニューに載せて頂きました。この鶏はモモ肉は勿論のこと、
胸肉もうまみと歯応えがあり美味しいと好評です。品質を
重視し、真空パックにて販売しておりますので、ぜひお買
い求めくださいませ。

私は直売所開店当初か

ら毎日のように出荷をさ

せていただいております。

現在は葉菜類を中心に出

荷を行っていますが、今後はピーマンなど直

売所向けの商品も多く栽培していきたいと考

えています。

旬の食材のお求めは
産直市場�

（TEL０９５９－８８－９９３３）へ

バレイショ
いろんな料理で活躍する
バレイショは３月～４月の
これからの時期に１番おい
しい旬を迎えます。

ソラマメ
３月～５月にかけて旬を
迎えるソラマメ。栄養豊富
な嬉しい食材です。

アスパラ
３月～１０月まで長期に
わたって収穫されますが、
３月～４月は特においしい

時期です。

ビワ
長崎県の特産品であるビワ。
これからの時期は甘く、
みずみずしい五島産
ビワを楽しめます。

仰仰天天大大根根
なんと99..55

88����

福江支部 出口 勝博さん

ごとう 10



切ったときに、ツンとする成分はアリシンで、ニン

ニクやタマネギと共通のもの。この成分はビタミン

Ｂ１の吸収を助け、疲労回復や消化・食欲増進、免疫

活性、抗菌などの働きをする他、血行を良くし、体を

温める作用があるので、風邪予防に効果的です。

選ぶときは、白くつややかで、葉との境がはっきり

しているものが良品。保存の際は、泥付きなら泥を落

とさず、袋のままか新聞紙に包んで冷暗所に。立てて

おくとより長持ちします。洗ってあるものは、適当な

長さに切ってポリ袋に入れ、野菜室に入れます。小口

切りにしたものやみじん切りしたものは冷凍できます。

凍ったまま加熱調理に使います。

生タラ…………………………２切れ（２００�）
ネギ………………………………１本（１００�）
カブ………………………………２個（２００�）

Ａ
�
�
�
水 ……………………………………２００�
スープのもと………………小さじ１／２
ホワイトソース……１／２缶（約１５０�）

Ｂ
�
���
�
白みそ ………………大さじ１強（２０�）
酒…………………………………大さじ１

粉チーズ………………………………大さじ２

� タラは半分に切ります。ネギは４～５�長さの斜め切りにします。
カブは茎を少し残して、４～６つ割りにし、皮をむきます。

	 鍋にＡ、ネギ、カブを入れ、沸騰したらふたをして、中火で約５

分煮ます。タラを入れてあくを取ります。ふたを取り、落としぶ

たをして約５分、汁気がほとんどなくなるまで煮ます。


 Ｂは合わせておきます。

� 	をグラタン皿に入れ、
を掛けます。粉チーズを掛けて、オー
ブントースターで約１０分、おいしそうな焼き色が付くまで焼きま

す。

こ
ん
に
ゃ
く
を
食
べ
る
習
慣
が
普

及
す
る
の
は
江
戸
時
代
。
特
に
、
あ

の
プ
ル
ン
、
プ
ル
ル
ン
と
し
た
つ
か

ま
え
る
の
も
難
し
い
こ
ん
に
ゃ
く
を

好
ん
だ
の
が
江
戸
っ
子
。

よ
く
「
お
な
か
の
砂
払
い
」
と
か

「
お
な
か
の
す
す
払
い
」
と
い
っ
て

定
期
的
に
食
べ
ま
し
た
。
こ
こ
の
砂

と
か
す
す
と
い
う
の
は
「
体
の
中
に

た
め
て
お
い
て
は
い
け
な
い
も
の
」

で
、
つ
ま
り
は
不
純
物
。

現
代
的
に
い
う
と
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
、
発
が
ん
性
の

あ
る
有
害
物
質
な
ど
の
こ
と
で
す
か

ら
、
一
刻
も
早
く
排
除
し
た
方
が
い

い
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ゃ
く
の
九
十
五
％
以
上
が

水
分
、
残
り
は
水
溶
性
グ
ル
コ
マ
ン

ナ
ン
と
い
う
食
物
繊
維
。
こ
の
食
物

繊
維
が
腸
内
で
水
分
を
吸
収
し
て
膨

ら
み
、
腸
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、

有
害
物
が
早
く
排
出
さ
れ
る
わ
け
で

す
。
こ
ん
に
ゃ
く
に
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
血
圧
の
値
を
下
げ
る
作
用

も
あ
り
、
体
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と

ば
か
り
の
食
べ
物
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
現
代
女
性
か

ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
の
一
つ
と
し
て
好

ま
れ
て
い
る
こ
ん
に
ゃ
く
が
江
戸
時

代
の
若
い
娘
た
ち
の
間
で
も
人
気

だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。「芝

居
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
イ
モ
、

カ
ボ
チ
ャ
」。
こ
れ
が
江
戸
の
町
娘

た
ち
の
好
物
で
し
た
。
今
で
い
っ
た

ら
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
近
い

芝
居
と
並
ん
で
こ
ん
に
ゃ
く
の
名
前

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
こ

ん
に
ゃ
く
の
食
べ
方
は
田
楽
。
串
に

刺
し
た
こ
ん
に
ゃ
く
を
鍋
で
煮
な
が

ら
売
り
歩
く
屋
台
も
あ
り
、
ス
ナ
ッ

ク
と
し
て
人
気
を
集
め
た
の
で
す
。

味
付
け
は
み
そ
で
、
な
か
な
か
う
ま

か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
移
動
式
の
屋

台
が
お
で
ん
屋
の
ル
ー
ツ
と
な
り
ま

す
。か

の
俳
聖
の
松
尾
芭
蕉
も
こ
ん

に
ゃ
く
が
大
好
き
で
し
た
。

蒟
蒻
（
こ
ん
に
ゃ
く
）
の
刺
身
も
す

こ
し
梅
の
花

梅
の
花
見
に
行
っ
た
折
の
弁
当
な

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
ん
に
ゃ
く

料
理
の
味
付
け
は
酢
み
そ
で
、
こ
れ

も
当
時
流
行
し
た
食
べ
方
で
し
た
。

長 ネ ギ

RECIPE

材料（２人分）

作り方

古くからの「薬用野菜」

皆
で
仲
良
く
一
〇
〇
歳
食

こ
ん
に
ゃ
く
で
砂
払
い

■
食
文
化
史
研
究
家

永
山

久
夫

（１人分２５０kcal）

調理時間

３０分

タラとねぎの
グラタン

ごとう11



産直市場�編
集
後
記

旅旅行行セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ

住所：〒８５３‐００４１ 五島市籠渕町２４５０‐１
電話：０９５９‐８８‐９９３３
FAX：０９５９‐８８‐９９２２
営業時間：９時～１９時
※農家レストランは１０時３０分～１５時（予約については別途）
※土日・祝日限定バイキング １１時～１５時・１７時～２０時
料金 大人：１，０００円 子ども：５００円（小学生以下）

定休日：毎月第１・第３月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
月
号
で
紹
介
し
た
ク
ッ
キ

ン
グ
フ
ェ
ス
タ
は
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
も
好
評
で
、
無
事
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
女
性
部
の
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
は
地
元
の
旬
の
食
材
を

通
し
て
「
地
産
地
消
」「
よ
い

食
」、
そ
し
て
「
農
業
」
を
考

え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
日
頃
当
た
り
前
に

摂
っ
て
い
る
食
事
が
積
み
重
な

り
、
私
た
ち
の
身
体
を
作
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
地
元
の
生
産
者
が
一
生
懸

命
育
て
た
安
心
・
安
全
な
農
畜

産
物
を
日
々
の
食
事
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
な
ぁ

と
も
思
い
ま
し
た
。

料
理
の
方
は
女
性
部
の
皆
さ

ん
の
足
元
に
も
及
ば
ず
相
変
わ

ら
ず
苦
手
で
す
が
、
今
回
感
じ

た
こ
と
を
心
に
留
め
て
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
田
上

幸
菜
）

ごとう農業協同組合
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【本店】
〒８５３‐００４１ 長崎県五島市籠淵町２４５０

TEL０９５９（７２）８２１１ FAX０９５９（７４）５２６６

【上五島支店】
〒８５７‐４４０４ 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷３５５‐７

TEL０９５９（５２）２４１７ FAX０９５９（４３）１９５５

お問い合わせは… ＪＡごとう旅行センター ０９５９（７２）６２１１まで


